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オーガニックライフスタイルエキスポ

オーガニックビレッジ連携会議EAST 報告書

主催：一般社団法人 オーガニックフォーラムジャパン
共催：日本オーガニック会議



名 称 第９回オーガニックライフスタイルEXPO EAST in 東京2024

テ ー  マ 「オーガニック3.0を推進する～持続可能な開発目標SDGｓの実現に向けて」

「ローカル＆オーガニック～地域づくりと有機農業～」

会 期 2024年10月3日(木)、4日(金)、5日(土) / 3日間開催 10:00～17:00

入 場  料 1,000円（税込）※紹介状持参/事前登録者無料

会 場 東京都立産業貿易センター 浜松町館 2F・3F・4F・5F（6.000㎡）

来場者数 10月3日(木)曇/雨7,178名、4日(金)曇/晴5,964名、5日(土)曇/雨5,641名 合計18,783名

会場規模 第9回オーガニックライフスタイルEXPOin東京2024 151社 186小間

第2回サステナブル★セレクションEXPOin東京2024 22社 26小間 合計 173社212小間

主 催 一般社団法人オーガニックフォーラムジャパン（OFJ）

共 催 日本オーガニック会議 株式会社オルタナ

同時開催 第2回サステナブル★セレクションEXPO in 東京

後 援 農林水産省、環境省、港区、木更津市

特別協賛 株式会社こだわりや、株式会社きじま、株式会社ヤギ、ツバメタオル株式会社、市民エネルギーちば株式会社、株式会社TERRA、

株式会社ナチュラルハウス、一般社団法人日本有機農産物協会、一般社団法人ナチュラルライフ＆ビューティーアソシエーション

協 賛 株式会社アファス認証センター、NPO 法人 日本オーガニックコットン流通機構、一般社団法人SEEDS OF LIFE institute、

一般社団法人 次代の農と食をつくる会、正食協会、水産養殖管理協議会（ASCジャパン）、一般社団法人 ソーシャルプロダクツ

普及推進協会、一般社団法人 日本オーガニック検査員協会、NPO 法人 日本オーガニックコットン協会、日本有機農業研究会、

NPO 法人 日本オーガニック＆ナチュラルフーズ協会（JONA）、NPO 法人 有機農業参入促進協議会、学校法人 恵泉女学園大学、

有機農業の日委員会、有限会社リーファース
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第９回オーガニックライフスタイルEXPO 開催概要
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東京都産業貿易センター浜松町館



第9回オーガニックライフスタイルEXPO EAST in東京 会場風景 

©2024 ORGANIC LIFE STYLE EXPO West in kyoto All Rights Reserved ２



名称：オーガニックビレッジ連携会議EAST～「ローカル＆オーガニック～サステナブルな地域づくり～」

会期：2024年10月５日(土) 10時00ー14時00

会場：東京都産業貿易センター浜松町館 ４階 第3議室 スクール146席

主催：オーガニックフォーラムジャパン

共催：日本オーガニック会議

登壇各自治体

オーガニックビレッジ連携会議EAST概要
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目的◆オーガニックビレッジネットワーク形成地域間連携の構築。
◆オーガニックは地域づくりの「核」になりつつある。その動きが加速するよう各自治体の
◆取り組みを紹介し、森里川海から学ぶ地域の連携を創り出す「場」づくりとして開催する。

３

①石橋 正彦氏 千葉県香取郡神崎町まちづくり課長

②宮本 博文氏 千葉県佐倉市経済環境部 または、志津安紀氏 経済環境部農政課

③春    義彦氏 青森県五戸町有機農業推進協議会

④今井 幸隆氏 山形県東置賜郡高畠町 有機農業産地づくり推進協議会 山形県高畠町農林課

⑤春日隆大氏 長野県伊那市農政課

⑥宮嵜嘉一氏 大阪府泉大津市  市長公室成長戦略課

⑦市川孝弘氏 富山県南砺市  総合政策部長



オーガニックビレッジ連携会議EAST実施概要
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※各自治体からいただいたアンケートを基本にディスカッション

◇10：00〜 オープニングセッション（60分） 受付開始9:30

◆主催挨拶：徳江倫明氏（5分）
◆農水省よりご挨拶（５分）松本 賢英氏 農林水産省農産局 農業環境対策課長
◆海外先進事例紹介：三好智子氏（20分）テーマ：「地球を救う起爆剤？！世界に広がるオーガニックビレッジ」
◆トークセッション （30分）
 ・徳江倫明氏（一社）オーガニックフォーラムジャパン会長 
・松本 賢英氏 農林水産省農産局 農業環境対策課長
・三好智子氏 日本オーガニック会議執行部 国際有機農業運動連盟（IFOAM）世界理事  
・小原壮太郎氏 日本オーガニック会議執行部、環境省森里川海アンバサダー 

◇11：00〜 オーガニックビレッジ事例報告会（40分/１自治体 5分程度） 
◆農政局よりご挨拶  農林水産省関東農政局 持続的食料システム戦略推進官 滝沢 将史氏
オーガニックビレッジ宣言に取り組む自治体・各地域の事例紹介 
登壇自治体
①石橋 正彦氏 千葉県香取郡神崎町まちづくり課長
②宮本博文氏 千葉県佐倉市経済環境部 または、志津安紀氏 経済環境部農政課
③春    義彦氏 青森県五戸町有機農業推進協議会
④今井 幸隆氏 山形県東置賜郡高畠町 有機農業産地づくり推進協議会 山形県高畠町農林課
⑤春日隆大氏 長野県伊那市農政課
⑥宮嵜嘉一氏 大阪府泉大津市  市長公室成長戦略課
⑦市川孝弘氏 富山県南砺市  総合政策部長

◇12：30〜14:00 オーガニックビレッジ円卓会議（90 分） 
オーガニックビレッジ実施に向けた問題点や課題を共有しながら、対策や解決策を実践的に問題解決に向けた意見交換を実施。
進行：・徳江倫明氏、小原壮太郎氏
参加者 
・西 経子氏 農林水産省 大臣官房審議官(技術・環境)
・伊藤 隆氏 農林水産省農産局 農業環境対策課 課長補佐
・三好智子氏 日本オーガニック会議執行部 国際有機農業運動連盟（IFOAM）世界理事  
・オーガニックビレッジ宣言に取り組む７自治体 
・聴講者 （自治体関係者、業界関係者、一般）4４名（10月4日現在）
◆14:00 終了

ーーーーーーーー-------------休憩 11時４５～12時３０～（45分間昼食）---------ーーーーーーーー



自治体アンケート①
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①    オーガニックビレッジ推進に向けてまたは実施に向けて、主な問題点とは

千葉県 多古町

多古町においては、有機農業に取り組む農業者数及び面積が少ないことが現状であり、その背景には生産、流通、高付加価値

化の難しさの課題があります。課題を改善するため、試行的取組（生産・流通・消費）を行い有機農業に取り組む農業者数、

面積、生産量等の拡大を目指します。

青森県 五戸町

既存の有機農家が主体となって進めている一方で、有機農業に取組んだことがない農家が新たに有機農業に取組むケースが増

えてこない。オーガニックビレッジ宣言後1件の長芋農家が試験的に有機栽培を行ったが販路の確保が出来ず、1年で辞めてし

まった。有機農業に取組むことへの家族、また周辺圃場農家の理解、技術の確立、販路の確保。

千葉県 いすみ市

米－JAを中核とした有機米の生産部会を作り、外部講師を招聘して技術導入を行う。生産物（転換期間中）については、有望

な販路がないため、学校給食を初期の販路とする。ある一定の生産規模になったら、有機JAS認証を取得し、販路開拓を行

う。補助事業により農家の資本装備をすすめ、営農指導を強化することで、新たに有機米づくりにチャレンジする農家の技術

習得をサポートする。有機米の産地づくりのノウハウは確立されている。

野菜－米と異なり学校給食で初めからまとまった需要を用意するのは困難。そのため、慣行農家へ有機栽培への転換を呼びか

けることが難しく、主な対象は新規参入者になる。地域に模範的な有機農家がいて、研修を通じて新たな生産者を育成する機

能を担ってくれていればよいが、そのような生産者は地域にいない場合が多い。新規参入者は、就農してからどう頑張るかで

はなく、就農前にどれだけ経験を積んでいるかが、自立化に向けたポイントになる。おそらく自立した生産者がおよそ10人以

上とか、10ha以上になってはじめて集出荷や共同出荷で産地化が実現するので、ゼロからの産地づくりの場合、道のりは遠

く、時間がかかる。長期に継続した支援が必要。

長野県 伊那市

・有機農業取組農家の拡大が難しい。

・有機栽培米を学校給食に導入するが、収穫→籾摺り→精米のルート構築が難しい。

・JAの協力

・有機農業のマニュアルの必要性（新規で取組農家向け）

・市場流通のルート構築が難しい。

・代掻きや除草、秋耕等、ポイントとなる技術の普及が難しい。

設問



自治体アンケート②
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①    オーガニックビレッジ推進に向けてまたは実施に向けて、主な問題点とは

山形県 高畠町

～生産の拡大について～

主となる水稲の有機栽培について、生産者や団体が一定程度あるものの、高齢化により減少傾向。慣行栽培者から転換参入を

図りたいものの、新たに有機栽培に取り組もうとする生産者の掘り起こしがままならない実態にある。

雑草対策については、アイガモ農法、乗用除草機、紙マルチなどを導入しているものの、さらなる省力化や負担軽減が課題。

深水代かきなど抑草技術に関心があるものの、積雪寒冷地につき制約があり、試行的な取り組みが必要である。しかしなが

ら、生産者自体にリスクを冒せる余裕がなく、実証ほ場の設置まで至っていない点も課題である。

大阪府 泉大津市

　本市は、市内に農地が極めて少ないため、「生産地」としてではなく主に「消費地」の立場として、オーガニックビレッジ

を推進している。今後、更なる推進を図るためには、生産地の域内だけでは消費量に限界があるため、特に消費量の多い都市

部への出口戦略をポイントに捉えている。「生産地」と「消費地」の連携によるモデルケースを創出していくことで、「消費

地」側のオーガニックビレッジに関する理解を深め、参画自治体・企業・団体を増やしていくことが重要と考える。

富山県 南砺市

南砺市は、令和５年４月４日に「オーガニックビレッジ宣言」を行い、有機農業の産地形成とともに、本市ならではの「農」

と「食」の魅力を国内外に発信することを目指しています。市内の山間部に位置する五箇山地区で有機米を栽培し、地元の米

菓会社や酒造会社と連携の上、付加価値の高い加工品を生産することで、新たなブランド化を進めていますが、一般的に有機

農業は「栽培技術の確立」、「収量の確保」が大変難しいことから、十分な生産量が無い中、並行し「販路の開拓・拡大」等

の出口戦略を模索することは容易ではなく、３年間という短い支援期間では自立が困難な側面があります。

設問



自治体アンケート④
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②農林水産省への主な要望

千葉県 香取郡神崎町

千葉県 多古町

・有機農業の専門家からの研修や農業者間での情報交換を促進する活動の充実

・販路拡大の支援

・有機農業に関する補助事業の充実

千葉県 いすみ市

まとまった需要がなければ、既存の生産者へ有機栽培への転換を呼びかけることは難しい。まとまった需要がなければ、JAの

参画もすすまない。国を挙げて、まとまった需要の創出に努めるべきではないか。公共調達がその候補。グリーン購入法を根

拠に、政策予算をとって、省庁の垣根を越えて、公設の食堂等、例えば自衛隊基地や刑務所などでは相当量の食材を使用して

いるので、そういったところを明確な出口として、JAや都道府県等を通じた系統で生産振興を行っていただくのがよい。JAの

参画がないと、現在のように生産者それぞれが個別に売り先を開拓する直売型の取組しかできないため、非常に効率が悪い。

長野県 伊那市

・オーガニックビレッジ宣言の自治体がそれぞれの方法で、有機農普及の拡大に努めている。自治体の面積や人口、有機農家

数、気候、目標値等、条件が異なる中で、自治体ごと独自の方法となっていることはやむを得ないと思うが、さらなる全国的

な拡大を目指す場合、自治体の取組についての一定のマニュアルや指針等、わかりやすい資料を整理していただければありが

たいです。また、そうっいた資料があれば、自治体向けに共有を望みます。現状、どの自治体も、担当者が非常に悩みながら

取り組んでいることを承知いただきたいです。

・今年度、学校給食に導入する有機栽培米の価格設定に非常に苦労しました。可能であれば、全国の有機農産物の価格動向を

集計し、公表いただけると今後の設定の参考なります。

設問



自治体アンケート⑤
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②農林水産省への主な要望

山形県 高畠町

　これまで、我が国の有機栽培技術は民間（農家）主導の性格が強く、農協組織や公的機関による

試験や普及に向けた取り組みが弱い印象（もしくは、人材不足）。

　しかし、国内の様々な地理的条件に即した栽培技術の確立は重要。

　一方で、専門性に乏しく、人的体制が弱い自治体の農政部署で、実証的な事業に取り組むには、

ハードルが高い。特に当地域は、農協及び県農業技術普及部門による有機農業への取り組み姿勢が弱く連携が取りにくい状況

にある。

　国をはじめ、農協組織や都道府県による試験研究や専門人材の育成について期待したい。

大阪府 泉大津市

　「消費地」へオーガニックビレッジ推進の働きかけや、「生産地」と「消費地」を繋ぐ仕組みづくりを行っていただきた

い。

本市は、今年7月に旭川市と全国初の「生産地」と「消費地」の2者間によるオーガニックビレッジ宣言を行った。具体的な連

携として、旭川市の有機JAS米や有機野菜を使用した学校給食の実施や、本市の子どもが旭川市を訪問し有機農業を学ぶ機会

を創出しており、これらの取組を発信する機会をいただきたい。

富山県 南砺市

有機農業の定着に必要不可欠な栽培技術の確立、収量の確保及び販路の開拓・拡大には相当年数を要することから、現行の

「有機農業産地づくり推進事業」において、４年目以降も産地の自立に向けた継続支援・伴走支援を講じていただきますよう

要望いたします。

設問



自治体アンケート⑥
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③自治体連携への要望

千葉県 香取郡神崎町

千葉県 多古町

・有機農業の専門家からの研修や農業者間での情報交換を促進する活動の充実

・販路拡大の支援

・有機農業に関する補助事業の充実

千葉県 いすみ市
・連携による販売力の強化

・有機農業の成功事例や問題点などの情報を共有し、新たな取組に生かすための情報共有体制の構築

長野県 伊那市

・今年の４月から異動で担当となり、先進自治体の担当者の皆様から聞いた情報やアドバイスが、事業推進の原動力になって

います。上記のとおり自治体ごと状況は異なりますが、困っていることが共通している部分もあります。今後も、「顔の見え

る自治体連携」のような場を設定いただければ、円滑な事業推進につながると思います。

山形県 高畠町

　先進自治体による取り組み事例や工夫などが共有され、全国で良い取り組みが広がっていることを期待します。

また、有機農産物の需要がある自治体と供給力に余裕がある自治体との自治体間の“提携”が進展することを願っています。

大阪府 泉大津市

　本市では、「みどりの食料システム戦略」を踏まえ、「生産地」と「消費地」をダイレクトで繋ぐ新たな「食のサプライ

チェーン」構築を進めており、令和5年度から全国各地の自治体と農業連携を行っている（令和6年9月末時点で全国7自治体と

農業連携協定を締結）。

　本市の構想にご賛同いただく自治体があればぜひ連携を検討させていただきたい。

設問
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◆石橋 正彦氏 千葉県香取郡神崎町まちづくり課長
◆宮本 博文氏 千葉県佐倉市経済環境部、志津安紀氏 経済環境部農政課
◆春    義彦氏 青森県五戸町有機農業推進協議会
◆今井 幸隆氏 山形県東置賜郡高畠町有機農業産地づくり推進協議会 山形県高畠町農林課
◆春日隆大氏 長野県伊那市農政課
◆宮嵜嘉一氏 大阪府泉大津市  市長公室成長戦略課
◆市川孝弘氏 富山県南砺市  総合政策部長

7つの自治体から取り組み事例と重要ポイントを共有

参加７自治体

7つの自治体から取り組み事例を共有
スマート農業を利用した物理的防除（神崎町）、ゼロカーボンから農業の１手法として有機農業
を推進（佐倉市）、泉大津市からはオーガニックブリッジ：生産地と消費地の共存共生など

●技術普及の大切さ
●地域の特色がオーガニックビレッジに反映されると愛着が湧く
●地域づくりを連携して進める難しさと可能性を共有
●流通の課題がある。小売含めシステム転換が必要
●有機農業/オーガニック理解の深化の必要性



基本会場レイアウト
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東京都産業貿易センター浜松町館 ４階 第3会議室
受付

マイク
４＋２動画

動画記録・アーカイブ配信



オーガニックビレッジ連携会議EAST東京 開催会場風景
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オーガニックビレッジ連携会議EAST東京 開催会場風景
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主催事務局

◆主 催：一般社団法人オーガニックフォーラムジャパン（OFJ）

・OFJ公式サイト：https//ole.ofj.or.jp

・オーガニックライフスタイルEXPO 公式サイト：https://ofj.or.jp/ole/

◆オーガニックフォーラムジャパン事務局本部 

・所在地：〒104-0032東京都中央区八丁堀2－22－8 内外ビル７階

・Tel：03-3523-0028 Fax: 03-3523-0861 E-mail：info@ofj.or.jp

・代表理事/事務局長：秋元一宏

・事務局本部：渡邊竜史

・会長：徳江倫明 ／ 理事：中村実代

◆関西事務局：〒669-2332 兵庫県丹波篠山市北新町39-13 ㈱やがて内

・関西事務局：黒瀬啓介

ご検討お問い合わせ先は下記事務局までご連絡ください。
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